
第 2 部 転 

第 7 話：路子？ 

 2 人が美貴子の部屋で出会っている頃、路子の部屋でも同じように自分のカラダの異変に

気付いている路子がいた。そして、美貴子の予想通りにそのカラダには、宙敬の魂が乗り移

っていたのである。 

宙敬 in 路子：「え？これ…路子？」 

 そこには大きく目を見開き、口をぽかんと開け、自分の姿を鏡で確認する路子がいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宙敬 in 路子：（何で俺が路子になっているかわからないけど…路子は、俺になっているって

ことだよな…） 

 宙敬 in 路子は、近くにあったハンドバッグから路子のスマホを取り出すと、指紋認証で

ロックを解除し、自分の、宙敬にコールした。しかし…何回掛けても繋がらなかった。 

 

宙敬 in 路子：（どうしたんだ…まだ意識が戻ってないのか？仕方ない…もう少し待つか。） 

 宙敬は、路子のカラダを触って確認したり…はせず、ただスマホを眺めながら、しばらく

座っていた。すると、しばらくすると、スマホがなったため、宙敬 in 路子は、手に取った。 



美貴子 in 宙敬：「ヒロ君？」 

宙敬 in 路子：「ああ。声は俺だけど…路子なのか？」 

 宙敬は、自分が路子になっていること、自分のスマホから電話が掛かってきたことと、自

分の名前の呼び方で、自分のカラダにいるのは、路子だと確信した。 

 

美貴子 in 宙敬：「ヒロ君、あたしたちカラダが入れ替わっちゃってるね…」 

宙敬 in 路子：「そうだな…良くわからないけど…逢って直接話そう！今から俺がそっちに行

くから…」 

美貴子 in 宙敬：「うん…じゃあ、ヒロ君の部屋で待っているね💕」 

 

 美貴子 in 宙敬は、路子の性格を良く知っていたから、成り済ますのは容易だった。多少

不自然なところがあっても、こんな状況だからといい訳もできる、と考えていた。2 人

は、別々に宙敬の部屋に向かっていた。先に着いたのは、美貴子 in 宙敬だった。美貴子 in

宙敬は、鍵を開けて部屋の中に入り、宙敬の椅子に座って、宙敬 in 路子を待った。 

 

美貴子 in 宙敬：「あのサイトに行けば、いつでもカラダを交換できるから、しばらくはこの

状況を愉しむのもいいわね💕」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



そんなことを想像していると、路子が姿を現した。髪が乱れ、汗をかき、メイクが少し

崩れ掛かっていて、急いでここに来たことが良くわかる… 

宙敬 in 路子：「路子！」 

美貴子 in 宙敬：「ヒロ君…」 

 

 宙敬 in 路子は、美貴子 in 宙敬を抱き締めた。目を閉じて背伸びして抱きつくその愛情

表現は、いじらしかった。 

美貴子 in 宙敬：「ヒロ君…逢いたかったよ💕」 

宙敬 in 路子：「俺もだ…」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 8 話：路子として… 

美貴子 in 宙敬：「あたしたち入れ替わってるだよね？」 

宙敬 in 路子：「ああ…」 

 宙敬 in 路子は、再会を喜んだ後、使い慣れた木の椅子に座った。その姿は、紛れもなく

路子だったが、シンプルな黒い T シャツを着て神妙な様子で元の自分を見ている。宙敬が

乗り移っているせいで、いつもの天真爛漫な雰囲気を感じさせなかった。何よりも椅子に

座るその足がかぱっと開き、スカートも太ももの上までまくれ上がっていたのである… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



美貴子 in 宙敬：（入れ替わったのがわたしだったら、わたしのカラダがあんな座り方されち

ゃうのね…宙敬君にはしばらく路子ちゃんのカラダを使ってもらうし、その後、わたしが使

うから、他の人にがさつな女だって思われたら困るのよね…） 

美貴子 in 宙敬：「ヒロ君…あのね…あたしといるときはいいんだけど…外では…座るとき、

足を閉じて欲しいの…」 

 

宙敬 in 路子：「あ…ごめん…路子のカラダだってこと、忘れてた！」 

 宙敬 in 路子は、照れ笑いをすると、すぐにスカートを直し、膝をぴったりとつけて座り

直した。宙敬 in 路子は、心なしかリラックスし笑顔になっている。 

美貴子 in 宙敬：（素直じゃない💕これも路子ちゃんの姿でお願いしたからかしら…わたし

のカラダだったら聞いてくれなさそう…） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美貴子 in 宙敬：（こうして見ると、可愛いじゃない💕まあ、わたしが貰うんだけど…男が

乗り移って意識しなくてもこんな感じだったら、女のわたしが乗り移ったらもっと…） 

宙敬 in 路子：「じゃあ、これからどうするか話そうか…どうした？路子？」 



 美貴子は、路子のフリをして、路子のカラダになっている宙敬と話した。結局、どうして

こうなったかはわからないので、美貴子の提案でしばらく入れ替わったままのカラダで生

活することになった。そして生活していく上で必要な情報をお互いに相手に伝えた。美貴子

は、路子のことをすべて知っている訳ではなかったが、路子とお仕事が同じということや自

分が女として生きてきた経験を話すことで、路子となった宙敬が生活するための有用な情

報とはなった。だが、お互いのお仕事は、3 日間休むことにした。 

 

美貴子 in 宙敬：（3 日後に路子ちゃんのカラダを手に入れればいいわね。それまでに路子ち

ゃんには、わたしのカラダから離れたくないような状態にしてあげれば💕今、宙敬君が話

してくれた情報で、より宙敬君になりすますことができそうだし💕わたしも男としてのあ

の体験をまた…💕） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 9 話：すっぴん 

 宙敬のカラダとなっている美貴子は、電話で「路子となっている美貴子が今回の入れ替

わりを仕組んだこと、そして路子のカラダで人生をやり直そうとしていること」を路子 in

美貴子に伝えた。 

 

路子 in 美貴子：「そう…やっぱり美貴子さんが…」 

美貴子 in 宙敬：「うん…最初は、路子のフリをしていたけど、問い詰めたら話してくれた

…すぐに元の自分のカラダに戻りたいだろうけど、どうやって入れ替わったかわからない

から…うかつに近づかない方が良いかも…また他の人のカラダと交換したら厄介だから…

路子のカラダに美貴子さんがいる間にもう少し探ってみるよ。」 

 

路子 in 美貴子：「うん…お願い、ヒロ君…」 

 路子 in 美貴子は、心配そうな声でそう言うと、電話を切った。 

美貴子 in 宙敬：「さて…これで路子ちゃんは、わたしのカラダで大人しくしてくれるはず

…あわよくばわたしのカラダで自慰でもしてくれるといいけど（笑）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 そして再び宙敬の部屋に戻って来た。 

宙敬 in 路子：「路子…発表会も終わったし、このまつ毛を取ってもいいか？」 

 宙敬 in 路子は、つけまつ毛を鬱陶しくしていたので、美貴子 in 宙敬は、OK をした。 

 

美貴子 in 宙敬：（そう言えば…路子ちゃんのすっぴんって見たことないわね…） 

美貴子 in 宙敬：「まつ毛ない方が可愛いじゃない💕お化粧も落とす？」 

宙敬 in 路子：「自画自賛かよ…化粧…そうだな…でも俺、自分じゃできないぞ？」 

 

 美貴子 in 宙敬は、待ってましたとばかりの表情で宙敬 in 路子に声を掛けた。 

美貴子 in 宙敬：「あたしがやってあげるけど…覚える気があるなら教えてあげるよ💕」 

宙敬 in 路子：「すぐに元のカラダに戻れるかわからないから…俺も覚えといた方がいいよな

…今は、俺が路子なんだし…」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 美貴子 in 宙敬は、宙敬 in 路子を洗面台の鏡の前に椅子を運び座らせた。 

美貴子 in 宙敬：「まず目元や口元のメイクをリムーバを使って落とすの。やってみて？」 

宙敬 in 路子：「こうか？」 

 

美貴子 in 宙敬：「あ…もっと優しく！女の子の肌はデリケートなんだから！」 

宙敬 in 路子：「ご、ごめん…」 

 宙敬 in 路子は、申し訳なさそうにしているのを見て、美貴子 in 宙敬がフォローする。 

 

美貴子 in 宙敬：「初めてだから仕方ないわ…目元は、他の皮膚よりも薄くシワになりやす

いから、綿棒を使って、力を入れてこすらず、優しく丁寧にクレンジングアイテムを肌に

馴染ませて汚れを落とすの。」 

宙敬 in 路子：「俺の顔で力説されると違和感が凄いな…」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


